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（第３号様式）別紙２ 

令和３年度 講座等企画団体助成事業 

     事 業 報 告 書（ホームページ公開用） 
講 座 名 

 地域のカフェを拠点として、助産師さんと子育て中の地域の人が 

集える居場所を構築する事業 

日 時 令和３年９月 22日（水）10：00 ～ 12：00 ～ 令和４年２月 26日（土）10：00 ～ 12：00   

目 的 

コロナ禍でより育児が孤立しやすい中、気軽に相談等ができる「MY助産師」を見つけ繋がって

もらい、地域における「孤育て」を減らす。またお母さんだけではなく、今回はお父さんにも

家族の一員としての自覚を生むきっかけとなってもらう。 

対 象 地域で子育てをしている産前産後のお母さんとそこで一緒に歩むお父さん 

講 師 
手仕事会では助産師さんに講師として行ってもらう。父ちゃん会ではメインスピーカーを立て

て memeで推薦した方に講師として行ってもらった。 

会 場 Memeの母体団体であるベーカリーカフェ「cotonowa」 

定 員  各５名   （ 申込者数 ： 50  名 ） 

参加者数  42 名（うち男性 22  名） 

講演内容 

（概要） 

2021年９月～2022年２月までの５ヶ月間、月に１回妊産婦さんを対象として 

「手仕事会」、育児をしているお父さん達が交流できる場として「父ちゃん会」を 

行ってきました。 

「手仕事会」では、助産師さんが中心となり、塩作りや編み物等の手仕事をしな 

がら、相談できる場となっていました。 

「父ちゃん会」では、父ちゃんの 1人をメインスピーカーとして自身の子育ての話 

をしていきながら、参加している父ちゃんに、家族・子育てについて違った見方も 

あると理解してもらえる機会になりました。また助産師さんに助言をもらいながら 

自分の家族について考える機会となりました。 

 

 

参加者の声 

助産師さんとの手仕事会では、編み物や縫い物をしながらとても話が弾み「コロナ禍で繋がる

事ができ、とても嬉しかった」との声を頂けました。 

また父ちゃんの会では、初め参加することのハードルが高い印象を受けましたが、実際には「参

加してみると、すごく楽しくてまた是非参加したい」とリピートしてくれる方が多くいらっし

ゃいました。同時に、女性からの反響がとても多く、「次は私の旦那を参加させたい」というお

話も多く頂きました。                         （一部抜粋） 

写 真 

 

 

   

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

共 催 （公財）おきなわ女性財団 

 


